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そういえば父親や爺さんたちは

こんなことを言っていた
自分達は神に背いて来たんだ
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神がイスラエル民族を選ばれたの

は、行いが立派ですぐれていたか

らでではない。それではなぜ選ば

れた？

→「あなたたちは他のどの民族より
も貧弱であった。ただ、ただあなた

に対する主の愛のゆえに・・・」（申

命記７：７－８）

「イスラエル」とは民族名ではない。出来

事を通して神を知った者たちがその神の

まわりに集まって出来たグループの名

前である。」 （雨宮慧）

=教会も同じ

ヘブライ人は未来に背を向け過去を見つめている（過去は振り返るものではなく、目の前に広がり、未来を背中の側に置いている）
～目の前に過去は展開しており、過去の中に人をいのちへと導こうとする神の愛を見ている。未来は待ち受けるべきものであって、人が探るべきものではない。

そうであるのに未来を安心して待ち受けられるのは、過去を導いた方の愛を信じるからだ～ （雨宮慧）

「一般には、時間は過去から現在、そして未来へと流れていると思われていますが、本当にそうでしょうか。逆のような気もします。

すなわち、現在という瞬間は過去の方へと流れて行き、いつでも、未来から次の瞬間が与えられている、とも考えられるのです。」 （ペトロ・ネメシェギ）

黙示思想

メシア（ご利益）を超える神の

愛が、明確に認識されて行く

（受難・復活・昇天の意味を

通して）

律法主義

聖書の成り立ちのイメージ（イエスは書物を書かなかった）
～神は出来事をもって語りかける（自己啓示）、それに応答する人間による信仰の書～

BC 18-16世紀 BC 13世紀 BC 11世紀 BC 6世紀 BC 6世紀

エ
ル
サ
レ
ム
滅
亡

AD 0 AD 33 AD 70

創世記、出エジプト等 ヨシュア記、サミュエル記、

諸預言書 等
伝承（奇跡、受難、ことば集 等）

～イエスとは、こんな方だった～
パウロの手紙

・福音書（第二世

代以降に信仰を伝

えるジャンルとして

成立）

・その他の書簡

旧約聖書 新約聖書

啓示 啓示 啓示

啓示

預言者 イエスの出来事 人間の応答

AD 30

ダニエル書等

「神と神の民」の関係の始まり

＝決定的に神に結びつけられた（契約）

イスラエルの民

神の恵みの３つのしるし

①約束の地

②王

③神殿

しるし①

師
士
た
ち

しるし②

しるし③

「旧約の３つのしるし」⇒「ひとつのしるし＝イエス」
①約束の地→イエスの遍在（マタイ28:20）
②王→ ＩＮＲＩ（ヨハネ19:21-22）
③神殿→イエスご自身が神殿
（神殿祭儀の終焉・もう天の門が開かれた、

マルコ15:38 → 教会）

ローマ支配

ヘロデ家
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